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○令和３年度自己評価は、AMEDの第２期中長期計画期間における２年度目の評価

○自己評価にあたっては、中長期計画及び年度計画に基づいてモダリティをベースとし
たプロジェクトを推進することにより、研究機関による顕著な成果創出状況等を確認
することに加え

 基礎から実用化までの一貫した研究開発の推進と成果の実用化を図ったか

 新たな医療技術等を様々な疾患に効果的に展開したか

 疾患領域に関連した研究開発はプロジェクト間の連携により柔軟にマネジメント
したか

という、成果創出に向けたAMEDの寄与（構築した仕組み、マネジメント取組内容等）
に焦点を当てた。

AMEDの自己評価における考え方（１）
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AMED自己評価の考え方について（イメージ図）

（参考：評価の基準）機構の目的・業務、中長期目標等に照らし、機構の活動による成果、取組等について
S：特に顕著な成果の創出や将来的な特別な成果の創出の期待等が認められる。
A：顕著な成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認められる。
B：成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認められ、着実な業務運営がなされている。
C：より一層の工夫、改善等が期待される。
D：抜本的な見直しを含め特段の工夫、改善等を求める。

マネジメント
創意工夫

KPIの達成度
（成果）目標

※定量的なものは目標作成時に把握された実績等を元に算出

着実な
運営・取組

S

A
100 目標を

大きく
上回った

B

100

評価・進捗管理を適切に行った

新たな○○の仕組みを創設した
新たな基盤を創出するため、○○に取り組んだ

B

A

事業間の連携のために○○をを行った

目標をおおむね達成

AMEDの自己評価における考え方(２)
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評 定

Ⅰ．（2）基礎研究から実用化へ一貫してつなぐプロジェクトの実施
④ゲノム・データ基盤プロジェクト

全ゲノム解析や多因子疾患研究に取り組みつつ、三島イニシアティブとして世界最高水準の医
療の提供に資するデータ利活用推進基盤の構築に向けて計画を主導した。

①多因子疾患の健康・医療情報に紐付くゲノム・オミックスデータの創出と利活用を推進する仕
組みを整備

②バイオバンク等の支援を通して、全ゲノム解析データのコントロール群の構築や、データ利活
用促進を目指してシーズ開発・研究基盤プロジェクトとの連携を推進

③異分野融合やプロジェクト間連携での成果創出に向けて、事業に関係する学会と連携し、外
部への情報発信を行いつつ、今後の取組に向けた素地づくりを推進
④評価指標の達成に向けて顕著な進捗
以上より、全体として顕著な成果の創出や取組が認められる。

自己評価

a

①多因子疾患の健康・医療情報に紐付くゲノム・オミックスデータの創出と利活用を推進する仕組みを整備

・ 遺伝的かつ環境要因の関与が大きく、多くの国民が罹患する多因子

疾患を対象に、国内のコホート・バイオバンクが保有する時系列の生体

試料（検体）や新規検体を用いて、ゲノム医療実現に貢献するデータ基盤を

整備するべく、健康・医療情報に紐付くゲノム情報と、各種オミックス情報

から構成される「三層データ」を、AMEDが指定する公的データベース

（AMEDデータ利活用プラットフォーム）へ登録する仕組みを構築した。

・ 効果的なデータシェアリングによる利活用と、個別化医療や精密医療の

研究推進の基盤を目指し、被験者の個人情報の保護に配慮して、収集した

生体試料や、健康・医療情報に紐付く三層データの第三者提供を可能にする要件の整備を推進した。
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②国際的に高い価値を有する研究の導出

• 肝炎等克服実用化研究事業では調整費等を措置し、米国最大の肝移植プログラ
ムを実施するクリーブランドクリニックとの国際共同臨床試験に向けた研究を推
進し、さらに若手研究者の交流促進により国際共同臨床試験の基盤を構築した。

• 調整費の措置により複数の研究開発課題間を連携させて、高次脳機能解明と
ヒト精神神経疾患克服の早期実現に向け、日本の強みであるマーモセットを活
用した脳科学研究を加速・充実するための基盤構築に取り組んだ（右図上段） 。

③双方向トランスレーショナルリサーチの推進による成果導出の加速

• 非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）について調整費の措置により、発がんリス
ク予測手法・診断方法の開発を加速するとともに、NASHがんオミックス解析データ
ベースの開発の加速によるNASH創薬の新たな基盤構築に取り組んだ（右図下段）。

④若手育成に関する取組

• 若手育成を促進するため、新興・再興感染症研究基盤創生事業（多分野
融合研究領域）の公募では、原則4割以上が若手研究者となるよう採択す
る新たな枠組みにより二次公募を実施。14課題中、若手研究者が代表とな
る課題を6課題採択、支援開始した。

• 革新的がん医療実用化研究事業では、研究への意欲や問題解決のきっかけ
となり、異分野を含めた人脈を形成する一助となることを期待し、若手研究者
を対象としたワークショップを開催した。また、若手研究者対象の全体会議を
開催し、PD・PS・POが指導・助言を行う機会を設けた。

⑤評価指標の達成に向けて顕著な進捗が見られること
• 科学誌（IF 5以上）への論文掲載：666件 【80件／年】、他の統合プロジェクト等への導出：3件 【2件／年】

事業名：脳とこころの研究推進プログラム
（革新的技術による脳機能ネット
ワークの全容解明プロジェクト）

事業名：肝炎等克服実用化研究事業研究
代表機関：国立国際医療研究センター
研究期間：令和3年4月～令和6年3月

Ⅰ．（2）基礎研究から実用化へ一貫してつなぐプロジェクトの実施
⑤疾患基礎研究プロジェクト

ヒト疾患画像データと比較、
ヒトに繋がる脳･行動指標
の開発

ECoG

超高磁場MRI

遺伝子改変技術の高度化、
疾患モデル動物の作製

※非アルコール性脂肪性肝炎（NASH)は本
邦には現在約200-300万人の患者がいると
推定されている。
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